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授業を振り返って②＜中学校＞ 
「怒りと上手に付き合おう」 

  

視点Ⅰ 本時のねらいを達成できたか(◇印は、展開案やワークシート等の修正に関する内容です。) 

１ リフレーミングについて 

◯ トラブルのきっかけとなる出来事を

挙げ、「怒りにつながる考え方」と「怒

りにつながらない考え方」について具

体例を示し、リフレーミングの仕方に

ついて丁寧に説明をしました。そのた

めリフレーミングの仕方についての理

解が深まり、ほとんどの生徒が「怒り

につながる考え方」をワークシートに

書くことができました(資料１)。 

◯ 「怒りにつながらない考え方」につい

ては、ワークシートに記入した自分の

考え方を意欲的に発表することができ

ました。班や全体での交流を通して多

様な考え方に触れたことで、リフレー

ミングの技法を今後の生活でも生かそ

うとする記述が見られました(資料

２)。 

◇ 「怒りにつながらない考え方」につい

て、できるだけ多くの考え方を交流す

る時間を十分に確保するために、「怒り

につながらない考え方」だけを書き入

れるようにワークシートを修正しまし

た。 

 

２ その他の怒りへの対処法について 

◯ 怒りへの対処法としてリフレーミング以外に「深呼吸」「カウントアップ」「自分への声掛け」  

の３つの方法を体験した後、その他にも「その場から離れる」「違うことを考える」などの対処  

法についてもスライドを使いながら１つ１つ紹介しました。生徒は、スライドで対処法が紹介さ  

れると興味深くスライドに見入っていました。 

◯ 前時の怒りの仕組みの学習と本時で  

紹介した怒りへの対処法を関連付けて  

考える生徒がおり、今後の生活に生か  

そうとする記述が見られました(資料 

３)。 

 

 

 

資料２ 生徒の感想(振り返りシートより) 

きっかけとなる出来事 怒りにつながる考え方 怒りにつながらない考え

リフレーミング 

資料２ 生徒の感想(振り返りシートより) 

資料１ 生徒が記入した「リフレーミング」 

(ワークシートより) 

資料３ 生徒の感想(振り返りシートより) 
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３ 怒りへの対処法の理解について 

◯ 振り返りシートの「自分や周りの人を傷

付けない怒りのコントロールの仕方が分か

りましたか」という質問に対して「分かっ

た」と「だいたい分かった」と回答した生

徒の合計が 100％だったことから、怒りへ

の対処法を理解する時間になったと考えま

す(資料４)。 

◯ 実践したい怒りへの対処法として、本時

で紹介した方法やこれまで実践していた

対処法を挙げている生徒がいました(資料

５)。ほとんどの生徒が、自分も周りの人も

傷付けない怒りへの対処法を見付けるこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

視点Ⅱ 次時につながる内容であったか 

◯ 振り返りシートの「学習に進んで参加す

ることができましたか」という質問に対し

て「できた」と「だいたいできた」と回答し

た生徒の合計は 96.9％で、授業全体を通し

て、生徒は意欲的に活動に参加しました(資

料６)。 

◯ 怒りを爆発させずコントロールしたいと

いう記述や広い心をもつことが大切だとい

う記述が見られました(資料７)。このこと

から、次時のトラブルを未然に防止するス

キル学習につながるものと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 学習への参加状況についてのアンケート

(振り返りシートより) 

資料７ 生徒の感想(振り返りシートより) 

資料４ 怒りへの対処法の理解についての 

アンケート結果(振り返りシートより) 

資料５ 生徒が考えた怒りへの対処法 

(ワークシートより)  


